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教師のためのことばセミナー
 　「ことばって， こう考えてみたらめっちゃおもしろいなあ， 先生」

Go  A h e a d ! 　人との出会いから学びつづける｠



ネコが好きで，本が好きな子どもでした

　子どもの頃からとにかく動物が好きで，動
物関連のテレビ番組を見てその情報を書き溜
めたり，新聞の動物欄を切り抜いて集めたり
していました。なかでもネコが大好きで，学
校から帰る途中に野良ネコを探して，世話を
したり日暮れまでじっと観察したりしていま
した。
　野良ネコだけでなく，家で飼っていたイヌ
など身近な動物とともにいることが好きだっ
たことから，テレビで見てあこがれたアフリ
カの大型ネコ科動物の研究をしたいと思って
いました。とはいえ外で遊ぶのはあまり好き
ではなく，起きているあいだはずっと本を読
んでいました。何日も出かけるラボキャンプ
などはホームシックになるので，小学校高学
年くらいまで苦手でした。

中１でラボ国際交流に参加

　中１のときのホームステイでは，当時好き
だった『赤毛のアン』の舞台であるカナダを
希望したところ，行き先は運よくカナダのオ
ンタリオ州東部の牧場に決まりました。出発
前は , ホームシックになるのではないかとい
う不安と，『赤毛のアン』の舞台の近く，そ
れも牧場に行けるというワクワクが入り混
じっていたように記憶しています。
　ホームステイ先でははじめての牧場生活。 
衝撃的だったのは，飼い猫と飼い犬が人に餌
をもらうのでなく，山の中で自分で狩りをし
て食べていた姿です。飼われていたのかどう
かさえわからないくらい人間の手を借りずに
生きる姿は，生き生きとして見えました。
　ほかにもびっくりすることがたくさん。空
の色が日本と違いましたし，すごい風雨で家
が浸水してもホストが「プールだ！」と喜ん
でいました。商品の包装紙に英語とフランス
語が書いてあったのもびっくりしました。
　お父さんが御す馬車にも乗りました。近所
に娯楽施設はなかったですが，ブランコ，ト
ランポリン，湖での水泳，自転車，野イチゴ
つみ，料理，手遊びなど，はじめての経験を
たくさんしておもしろかったですし，友だち
もたくさんできました。スカンクやビーバー

10 代とともに

仲澤伸子
岐阜県出身。３歳から高３までラボ会員として活動。中１でラボ国際交流に参加し，

カナダ・オンタリオ州でホームステイをしました。そのホームステイ先で飼っていたネコ

が野生のリスを自分でしとめて食べているのを目撃するという衝撃的な体験から，「食

う・食われる」という関係に興味をもたれたとのこと。京都大学在学中にアメリカ・ラト

ガース大学主催で行なわれた１か月にわたるケニアでのフィールドスクールプログラ

ムに参加し，アフリカでの研究活動に関わり始めました。京都大学大学院進学後

はタンザニア・マハレ山塊国立公園でアフリカヒョウの研究をスタート。捕食者として

のアフリカヒョウの活動リズム，食性などについての研究をされています。2020年

に博士号（生物学）を取得。現在は日本学術振興会特別研究員（PD）かつ椙山女

学園大学人間関係学部研究員です。

　大好きだった動物の「食う・食われる」の関係を早くから意識していたという仲澤さん。 
研究対象であるヒョウと古代の人間は同じエリアで生活していました。人間も「食う」存 
在ですが，同時に「食われる」存在でした。子ども時代から好きだった動物。とくにネコ， 
そしてネコ科の動物であるライオン，ヒョウ……興味・関心はつながりました。「家をは
なれて過ごすのはホームシックになるからいやだった」という仲澤さんがなぜ，タンザニ
アでのタフな研究活動の道に進んだのか，このお話をきけば，わかるかも知れませんね。

Nobuko Nakazawa

などの野生動物も見ることができました。
　中１ですから英語はそんなにわからなかっ
たのですが，友だちとの会話のなかでわから
ないときはお互いに絵をかいて説明したり，
辞書をつかったりしました。まったくホーム
シックにならなかったことと，英語がわから
なくてもお互いに伝えたい気持ちがあればな
んとかなるという発見は，自信を与えてくれ
ました。

どんな研究を？

　タンザニアのマハレというところで，「森
林に生息するアフリカヒョウを中心とした

『食う・食われる』の関係」をおもなテーマ
として研究しています。
　いままでの研究から，マハレのヒョウは霊
長類をいちばん多く食べているのがわかりま
した。サバンナのヒョウはおもにウシ科動物
を食べるので，霊長類を食べるのは森林の
ヒョウならではの特徴といえるかもしれませ
ん。木の上にいて，身軽で動きが速い霊長類
をどうやって食べているのかは，今後も研究
していきます。
　ヒョウはネコ科動物のなかでイエネコに次
ぐ広さの生息域をもっていて，世界中の寒い
ところにも暑いところにもいますが，野生で
見つけることがひじょうにむずかしい動物で

ネコ好きから
ヒョウ博士へ
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す。とくに野生の森林のヒョウはまず見るこ
とができません。そこで，森の中に固定カメ
ラを設置して，そこに映ったヒョウの体の模
様から個体を識別して，何頭いるのかを調べ
ます。いままでに 7 頭のヒョウを識別しまし
た。おそらくもっとたくさんいると考えられ
ます。

　これは「パズー」と名付けたヒョウが私た
ちのキャンプに来たときの写真です。まだ子
どもで，私たち人間をこわがらないから姿を
見せてくれたんですね。パズーは私たちが外
に干していた洗濯物に興味をもったようで，
靴やズボンなどを持っていきました。研究を
始めて４年，はじめて見たヒョウでしたが，
その模様や動きはとても美しく，心から感動
しました。

日本からマハレまで 24時間以上の旅

　日本から飛行機でアラブ首長国連邦のドバ
イまで 10 時間。そこから７時間飛んでタン

ザニアのダルエスサラームへ。さらに飛行機
で２時間かけて国内を横断し，キゴマの空港
に着きます。ここでキャンプのための食料な
どを買い出しますが，値段はたとえばトマト
５個で 10 円，マンゴーひとつ 30 円，パイ
ナップルひとつ 100 円，米１kg で 100 円と
いう具合です。外国人だと高く請求されるの
でしっかり交渉します。キゴマからボートな
どで５時間以上かけて移動すると，マハレに
到着します。

　これは研究の拠点となるキャンプ地のリビ
ングルームです。壁がないから動物がよく
見えます。チンパンジーやアカオザル，ブッ
シュピッグなど，日々さまざまな動物がキャ
ンプを訪れます。電気はソーラーパネルでま
かないます。水はきれいな川がたくさんある
ので，困らないですね。

タンザニアの現地アシスタント

　京都大学のチンパンジー研究チームは 50
年以上，マハレの人たちにアシスタントとし
て現地調査の協力をしてもらっています。
　アシスタントのいちばんの仕事はナタで薮
を切り開いて調査のための道を作ったり，動
物やその痕跡を探すことです。ほかにも，水
を汲みにいってくれたり，ニワトリや魚をさ
ばいて料理をしてくれます。洗濯，夜警（日
本人はお金を持っていると思われて襲われる
ことがあるため），食料買い出しなどもアシ
スタントがやってくれます。アシスタントの

ためのコックさんもいます。調査・研究は現
地アシスタントがいないと成り立ちません。
　ことばはスワヒリ語しか通じません。事
前に日本で教えてもらいましたが，いざ現地
に行くとなかなかことばが出てきませんでし
た。そこで，アシスタントの人と辞書をはさ
んで毎日たくさん話したところ，２か月でか
なり話せるようになりました。
　私のスワヒリ語の語彙が少ないのもありま
すが，アシスタントとケンカすることもあり
ます。はじめのうちはとくに衝突が多かった
です。遅刻してきたアシスタントが「仕事用
の時計がないから時刻がわからずに遅れた。
仕事用の時計がほしい」といったので「考え
ておくね」と伝えたら，「なんですぐ買って
くれないんだ」と機嫌を悪くして，いっしょ
に出かけたあと山に置き去りにされたことが
あります。ほんとうに置き去りにしたのでは
なくてこっそり見守ってくれていたのです
が，私は憤慨しつつも手持ちの GPS を見な
がらひとりでキャンプに帰り，ぶじ着いてか
ら彼とケンカしました。
　アシスタントの体調を気遣って「気にして
るよ」と示さないと機嫌をそこねたりするこ
となどもあってたいへんなのですが，それで
も私がなんとかやっていけているのは，私に
は思いもよらない言動をすることがある彼
らのことが興味深くて嫌いにはなれないし，
ヒョウが好きだからです。

異文化のなかでの研究活動

　マハレはタンザニアの中でもかなりの僻地
で異文化を感じる機会が多いです。村には薬
局がありますが，ちょっとした病気なら葉っ
ぱを煎じて飲むこともあります。おなかが痛
いときはハチミツにニンニクを入れて飲めば
治る，とも聞きました。
　彼らは目に見えないものを信じます。呪術
医がまだ活躍していて，ふつうの医者よりも
格が上で治療代が高いそうです。また，精霊

10 代とともに
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を怒らせないように，と魔除けを持ち歩いた
りもします。イスラム教徒が多いのですが，
彼らは豚肉を食べないし，１か月の断食月の
あいだは，日中は食事をとらず，水も飲みま
せん。
　マハレでは病気や事故での死が身近にあり
ます。たまにワニやカバに人が襲われること
もあり，ワニが川で洗濯中のお母さんを襲っ
た，湖で子どもがワニに襲われた，などと聞
きました。私はそういうことがこわくないわ
けではないですが，それでも「マハレに行き
たい」「野生動物のことが知りたい」という
気持ちのほうが勝ります。

＜Q & A ＞
Q）タンザニアでおいしい魚料理は？

　小魚のスープや，野菜とともにヤシ油で炒
めたおかず，または大きめの魚をシンプルに
揚げて，野菜とともに炒めたものなどがよく

でてきますね。油や塩をたくさん使うためか，
どれもとてもおいしいです。私たちが調理す
る際はだいたい和風のスープか唐揚げか刺身
にします。

Q）いちばんよかったことは？

　私がヒョウのフンからチンパンジーの骨を
見つけたとき，新聞に掲載されるなど多方
面で紹介されました。このことから，森林
のヒョウは謎が多いぶん，だれも知らないお
もしろいことがほかにもあるはずだ，と思い
ました。研究の成果を得るには時間がかかり
ますが，私しか知らないマハレのヒョウを，
論文として世界中の人にむけて発信できたと
きに，「研究を続けていてよかった」と心か
ら思いますね。

Q）死が身近なタンザニアで怖い思いは？

　私が乗っていた長距離バスで，ものすごい

ガタガタ道を運転手がとんでもないスピード
で走らせたときは死ぬかと思いました。まわ
りの人も神に祈っていました。そのときは頭
のなかでほんとうに走馬灯が見えました。

10 代のみなさんへのメッセージ

　勉強や部活など，いましかできないことを
思いきりやってほしいと思います。楽しいこ
とだけでなく，苦手なこともあるかもしれま
せんが，できそうなときは苦手なこともやっ
ておくと，おとなになって助けになることも
あると思います。私もたとえば小学生，中学
生のときの経験はいい思い出ばかりではあり
ませんし，鮮明に覚えていることばかりでは
ないですが，どれもいまの自分の心の奥底で
支えになっていると思います。いろいろな経
験を積んで，将来の糧としてください。

（文責：編集部）

インタビューを終えて

長谷川智子パーティ
●杉山幸歩（高１）今回のお話で
ヒョウのことや研究をしている現
地での生活のことなどを知ること
ができておもしろかったです。い
ちばん印象的なのは子どもの頃か
ら変わらない夢をもっておられた
ことです。私はそういうのがな
く，夢中になりたいものが欲し
い！　とよく思っていました。す
ごいと感じると同時に強くうらや
ましいと感じました。ヒョウの研
究をし始めて４年間ヒョウに会え
なかった，すごく死を身近に感じ
るといわれたのですが，その環境
で研究を続けているのは「ヒョウ
が大好き」という気持ちが強いか
らだと思いました。今回私は自分
の夢を見つけたいと再度強く思い
ました。話にも出ていたのですが，
そのためにいましかできないさま
ざまなことを一生懸命に取りくみ
たいです。いつか自分がやりたい
ことが見つかった際その経験を生
かして後悔のないようにしたいで
す。その一環として部活動，学校

生活，ラボ活動，とたいへんですが，
時間を作って取りくみ，将来につ
ながるような高校生活にしたいで
す。●佐藤香奈恵（中３）生物学
者の仲澤伸子さんに話をうかがい，
私は自分の好きなことを見つけて，
諦めずに物事を探求し続けたいと
思った。また，「好きなことだから
しんどいときも耐えられる」と聞
いて，「好き」をつくることがつら
いときの支えになり，自分の心の
土台をつくるのだと感じた。いま
は具体的に好きなことやしたいこ
とがないので，それらが何なのか
見つけていきたい。

富山雅子パーティ
●杉山栞那（大３）私は動物に触
れることが苦手ですが，とても新
鮮な気持ちでお話を聞くことがで
きました。自分の好きなことを仕
事にするために，まったく知らな
い土地で，違う文化に飛びこんで
いくのはとても勇気がいることだ
と思います。私もいま，好きなこ
とを仕事にしようと日々励んでい

るので，とても勇気づけられまし
た。長年研究されていても，まだ
明らかにされていないことが多々
あると思います。これからも現地
で，日本で研究に励まれることを
心から祈っています。●小金暖弥
（高２）アフリカの話はどれも新鮮
で興味深かったです。テーマ活動
でよく動物の役になることもあり，
アフリカの動物の話はとても勉強
になりました。幼い頃から夢を追
いつづけるその思いを聞いて，自
分もたくさんの時間をそそげる夢
をみつけてみたいと思いました。
●長部吹南（中３）いろいろとお
話を聞いて，全体的にとても勇気
や，やる気を得る機会になりまし
た。小学生の頃はあまりラボキャ
ンプが好きではなかったというこ
とに共感をしました。ラボキャン
プが好きだからいい，ということ
ではないけど，そんな人でも，将
来自分の好きなことをとことんや
り，人望のある人になっていると
いう面でとても勇気をもらいまし
た。そして，小学生時代まではホー
ムシックになってしまったりして
いたけれど，好きなことをするた
めにアフリカに行ったときにそう
いう恐怖感などがなかったという
のが，ラボの力なのかなと感じま
した。人によって夢は違うけれど，

その夢にむかってすなおにがんば
ろうと思いました。●高橋茉奈（中
１）一途にヒョウや，ライオンの
ことを好きなのが感じられました
し，努力を重ねることによって夢
が叶えられるんだなと思いました。

林 恵子パーティ
●稲垣 陽（中３）おそらく自分で
は選ぶことのない道の専門家の貴
重なお話を聞くことができてとて
も興味深かったです。ヒョウの柄
で識別して頭数を数えたり，糞か
らふだんなにを食べているのかと
いうようなヒョウの生態のことは
もちろん，現地でのキャンプでの
日常生活の話や言語の話，死がつ
ねに身近にあったり呪術がまだま
だ広く伝わっていることなど日本
で暮らしていると考えられないよ
うな環境のお話はテレビなどでも
なかなか見られないので，今回参
加できてよかったです。とくに国
際交流のお話に関して，私は来年
国際交流に参加しようと思ってい
るので，英語がうまく話せなくて
もコミュニケーションはとれるこ
とや，写真を通して交流の楽しそ
うなふんいきが伝わり，とても参
考になりました。

［取材日］2022 年 11 月 ]

［取材協力］神奈川県・静岡県のラボ・パーティ
長谷川智子Ｐ，林 恵子Ｐ（静岡県），富山雅子Ｐ（神奈川県）

10 代とともに
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ラボ国際交流2022

地平線白書
2022年夏，コロナ禍によって３年ぶりとなった
ラボ国際交流プログラム。１年または２年も待っ
たうえでの参加者もいました。「見る」と「聞く」
では大違い。「体験」と「知ってる」はもっと違い
ます。参加者のみなさんは，人に出会い，もの
に出会い，あざやかに感じ，さまざまなことを考
えた夏となりました。では，５名の参加者に体験
リポートをしていただきましょう。

ことばのキャッチボール

アイダホ州

■日程　7月22日～8月17日

寺尾柚生
（高１／兵庫県・福田智美Ｐ）

てら お ゆず き

　ホームεςイにग़ൃするલはӳޠについてのෆ҆がありま
した。このෆ҆を༑だͪに૬ஊすると「ָしまんとଛʂ　Ίっ
たにできないݧܦなんだからʂ」といわれ，ෆ҆がগしܰく
なりました。ホετフΝϛリーにձってからはগしͣつこの
ෆ҆はなくなっていきました。それは，ホετが΅くに対し
て Ή ͣ か し い こ と ば を わ か り や す く આ ໌ し て く れ て，
l-JLF���z と۩ମྫをたくさんग़してくれたおか͛だとࢥいます。

　ことばのෆ҆はだんだんなくなっていき
ましたが，ࣗにෲがཱつことがଟくありま
した。ホετとホετフΝϛリーが΅くに࣭
をしてくれて，それに͑るだけでձ話が
ऴわってしまうことがたくさんあり，「もっと
ことばのΩϟッνϘーϧがしたい」とࢥいま
した。しかしす͙にことばやจがࢥいුかば
ͣձ話がଓかない。とてもչしいことでした。
　このྲྀަࡍࠃをきっかけに「もっともっと
ӳޠをษڧしたいʂ」とࢥうΑうになりまし
た。そしてホετやホετフΝϛリーにもっ
とࣗのことが͑られるΑうになり，Կճ
も こ と ば の Ω ϟ ッ ν Ϙ ー ϧ が で き る Α う に，
ラϘ活動やֶߍのษڧをしたいとࢥいます。
　ホームεςイは΄んとうにָしくて，ҟจ
Խだからこそできるوॏなମݧや，ҟจԽだ
けどຊと同じものがあり，たくさんのָし
いࢥいग़ができました。

きではありませんでしにはあまりલྲྀަࡍࠃճのࠓはࢲ　
た。や࢞はホームεςイのݧܦがあり，ࢲもߦくことがあ
たりま͑のΑうにײじていました。でもࢲはߦきのඈػߦで
がۤखでආけてきました。そんなࣗޠはӳࢲ。ました͑ߟ
がいやでいつかࠀしたいとࢥっていました。そこでࠓճは
ホームεςイでӳޠの意識をあらたΊΑう，૬खとたくさ
ん話し，ࣗの意ݟがあるときはԕྀなく͑Αうといました。

　Ϳじに౸ணし，ホετフΝϛリーと対໘しました。ࣗでもসってしまいたくなる΄どうまく話せͣ，
̏間΄どͻじΐうにつらいʑがଓきました。
ࣗはඞࢮに͑Αうとしましたが，どうすれば
いいのかわからなくなってしまいました。
　しかしホームεςイ։࢝から̐，はじΊて
ホετにࣗから༡ͼに༠ってΈました。ڪるڪ
るだったのですが，൴はやさしく対Ԡしてくれ，
うͪとけることができました。そこからઌはྲྀれ
るΑうに時間が過͗て，΄んとうにҰॠのΑうに
じられました。ࣗからൃすることがこんなにײ
Ήͣかしいことだとはࢥいませんでした。でもそ
こにඞཁなのは「༐ؾ」だけなのだとͮؾかされ
ました。ͮؾけたࣗを΄Ίたいですし，ͮؾか
せてくれたホετにँײしています。
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。はアϝリΧにཱཱྀつલ，;たつのඪをཱてていましたࢲ　
それは 4NJMF と 5SZ です。そしてアϝリΧで生活するなかで
このたいせつさを௧ײしました。

ホームεςイが࢝まってす͙，ࢲはڭձߦきました。まわ
りは知らない人ばかり。ۓுしていましたが，সإでいΑうとܾΊ，ڭձの൶を։きました。するとΈんな
がসإで話しかけてくれたのです。ࣗࣗがসإでいれば，Έんながসإをฦしてくれたり，話しかけ
てくれたりすることにͮؾきました。とくにうれしかったのは，おผれのときにたくさんの人に，l:PVS 
TNJMF JT CFBVUJGVM�z l* MPWF ZPVS TNJMF�z といわれたこと。সإをとおして心と心が௨じあ͑たؾがしました。
　5SZ これは;だんのࢲとは΄どԕいことばでしたが，εςイதはԿにでもઓするとܾΊていまし

た。ホετフΝϛリーたͪはΑくࢲに l%P ZPV 
XBOOB USZ z とฉいてくれて，そのたͼに l:FT�z 
と͑たことで，たくさんوॏなݧܦができま
した。たと͑ば，ホετが༑だͪと話している
とき，ࢲもձ話にՃわったら，その༑だͪとも
なかΑくなれました。ただ，うまくいくことだけ
で は あ り ま せ ん。ߴ ߍ に ホ ε τ と ௨ っ た と き，
ӳޠのςετにઓしましたが，Ήͣかしいจ
をཧղできͣ，さͼしいࢥいをしました。でも，
いまࢥうとこれもوॏなମݧでした。݁Ռに関わ
らͣ，5SZ すればݧܦになるとײじました。
　人と人がग़ձうときには，4NJMF と 5SZ がたい
せつなのだとࢲはֶͼました。

必要なのは勇気だけ

ノースカロライナ州

■日程　7月22日～8月17日

小平祥太
（高１／神奈川県・壷井節子Ｐ）

こ だいらしょう た

きではありませんでしにはあまりલྲྀަࡍࠃճのࠓはࢲ　
た。や࢞はホームεςイのݧܦがあり，ࢲもߦくことがあ
たりま͑のΑうにײじていました。でもࢲはߦきのඈػߦで
がۤखでආけてきました。そんなࣗޠはӳࢲ。ました͑ߟ
がいやでいつかࠀしたいとࢥっていました。そこでࠓճは
ホームεςイでӳޠの意識をあらたΊΑう，૬खとたくさ
ん話し，ࣗの意ݟがあるときはԕྀなく͑Αうといました。

ふたつの目標

■日程　7月23日～8月18日

光野穂乃花
（中３／茨城県・松岡恵子Ｐ）

こう の のほ か

　Ϳじに౸ணし，ホετフΝϛリーと対໘しました。ࣗでもসってしまいたくなる΄どうまく話せͣ，
̏間΄どͻじΐうにつらいʑがଓきました。
ࣗはඞࢮに͑Αうとしましたが，どうすれば
いいのかわからなくなってしまいました。
　しかしホームεςイ։࢝から̐，はじΊて
ホετにࣗから༡ͼに༠ってΈました。ڪるڪ
るだったのですが，൴はやさしく対Ԡしてくれ，
うͪとけることができました。そこからઌはྲྀれ
るΑうに時間が過͗て，΄んとうにҰॠのΑうに
じられました。ࣗからൃすることがこんなにײ
Ήͣかしいことだとはࢥいませんでした。でもそ
こにඞཁなのは「༐ؾ」だけなのだとͮؾかされ
ました。ͮؾけたࣗを΄Ίたいですし，ͮؾか
せてくれたホετにँײしています。

テネシー州
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またシャペロンとして帰っておいで

ペンシルバニア州

■日程　7月23日～8月18日

上小田七海
（中３／広島県・上小田郁子Ｐ）

かみ お だ なな み

がをग़してしまったときにホετ .PN がපしてくࢲ　
れて，ホετや࢞ຓがときどきΑうすをݟにきてくれました。

「いͪおうコϩφのࠪݕをすることになった」と .PN にいっ
たとき，「ࢲたͪはコϩφなんてこわくないわ」とϋάして
くれましたʢ݁Ռはӄੑでしたʣ。なかなかମௐがճ෮せͣ，
༑だͪ家とϐクニックにߦくΑ，といわれたのே，おݟ
いにདྷてくれた༑だͪ家がアϧόムとϝッηーδをくれ
ました。うれしくてؾݩがग़ました。またこのεςイではとてもҟจԽをײじました。アϝリΧではύ
ンやࡊだけでなくϕーコンもखͮかΈだったり，ニンδンを生で食たり，おࡼをͪ࣋あ͛なかった
りと，Ϛφーや食ํがҧったり，も;つうにいたのには׳れました。

　ຊ食を࡞ったとき，はじΊに࡞ったそうΊん
はホετにあまりؾにいってもら͑なくて൵し
かったけど，̎ճに࡞ったお好ΈমきはΈんな
にؾにいってもら͑たΈたいで，とてもうれし
かったです。นにあるϘーυに̍ि間の༦食ϝ
ニϡーがॻいてあって，ࢲが࡞るは l/BOBNJ╃T 
+BQBOFTF NFBMz とॻいてあったり，いつもࣄ
でいないホετ %BE とホετ #SPUIFS もそのは
。ってきてくれたりしてうれしかったですؼ
りたくない，ͣっとここにؼ」がࢲのにޙ࠷　
いる」といっていたら，ホετ .PN が「またシϟ
ϖϩンとしてうͪにؼっておいで」といってくれ
たのでぜったいにؼりたいです。

きではありませんでしにはあまりલྲྀަࡍࠃճのࠓはࢲ　
た。や࢞はホームεςイのݧܦがあり，ࢲもߦくことがあ
たりま͑のΑうにײじていました。でもࢲはߦきのඈػߦで
がۤखでආけてきました。そんなࣗޠはӳࢲ。ました͑ߟ
がいやでいつかࠀしたいとࢥっていました。そこでࠓճは
ホームεςイでӳޠの意識をあらたΊΑう，૬खとたくさ
ん話し，ࣗの意ݟがあるときはԕྀなく͑Αうといました。

　Ϳじに౸ணし，ホετフΝϛリーと対໘しました。ࣗでもসってしまいたくなる΄どうまく話せͣ，
̏間΄どͻじΐうにつらいʑがଓきました。
ࣗはඞࢮに͑Αうとしましたが，どうすれば
いいのかわからなくなってしまいました。
　しかしホームεςイ։࢝から̐，はじΊて
ホετにࣗから༡ͼに༠ってΈました。ڪるڪ
るだったのですが，൴はやさしく対Ԡしてくれ，
うͪとけることができました。そこからઌはྲྀれ
るΑうに時間が過͗て，΄んとうにҰॠのΑうに
じられました。ࣗからൃすることがこんなにײ
Ήͣかしいことだとはࢥいませんでした。でもそ
こにඞཁなのは「༐ؾ」だけなのだとͮؾかされ
ました。ͮؾけたࣗを΄Ίたいですし，ͮؾか
せてくれたホετにँײしています。
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もっと自然を知りたい，もっと英語で話したい

オレゴン国際キャンプ

■日程　7月24日～8月15日
■訪問先　オレゴン州，カリフォルニア州

舟越あすか
（高１／埼玉県・舟越千賀子Ｐ）

ふなこし

　ग़ൃલははじΊてのւ֎でӳޠも௨じるかわからないとい
うこともあり，とてもۓுしていました。けれど̎，̏た
つとָしΊるΑうになりました。アンόαμーʢݱࢀՃऀʣ
やओஂ࠵ମの 0.4* の人たͪʢӡӦεタッフʣと話すことも
૿ ͑， ຊ の ア ニ ϝ や ອ ը の 話 を し て  り あ が り ま し た。
いっしΐにϏーνで༡んだり，ં りࢴをંったりもしました。
ຊ食を;るまったにはΈんな「おいしいʂ」とتんでくれてとてもうれしかったです。

いままでこんなにࣗવのなかでい時間過ごしたことがなかったので，ߦくとこΖすてが৽で
おもしΖかったです。0.4* の人たͪがࣗવについてくわしく͑ڭてくれたので興味がわきました。とく
にԿઍԿඦສલのԽੴやを「いま」ݟることができていることがすごいとࢥい，もっと知りたい
ともࢥいました。
　このΩϟンϓは΄んとうにたくさんのָ
しいݧܦができて，ࣗがするたΊに
たいせつなことも͑ڭてくれました。この
Ω ϟ ン ϓ で こ と ば が ௨ じ る こ と の う れ し
さ，すごさを知ることができました。けれ
どもっとࣗからなにかできたのでは，と
もࢥうので，ײじたことすてをこれから
の生活につな͛ていきたいとࢥいます。で
きるならもうҰ，ӳޠをもっとཧղして
話 せ る Α う に な っ て か ら ア ン ό α μ ー や
0.4* の人たͪとձいたいです。
　΄んとうにれられないࢥいग़になりま
した。とにかくすごくָしくて，せな̏
ि間でした。

きではありませんでしにはあまりલྲྀަࡍࠃճのࠓはࢲ　
た。や࢞はホームεςイのݧܦがあり，ࢲもߦくことがあ
たりま͑のΑうにײじていました。でもࢲはߦきのඈػߦで
がۤखでආけてきました。そんなࣗޠはӳࢲ。ました͑ߟ
がいやでいつかࠀしたいとࢥっていました。そこでࠓճは
ホームεςイでӳޠの意識をあらたΊΑう，૬खとたくさ
ん話し，ࣗの意ݟがあるときはԕྀなく͑Αうといました。

　Ϳじに౸ணし，ホετフΝϛリーと対໘しました。ࣗでもসってしまいたくなる΄どうまく話せͣ，
̏間΄どͻじΐうにつらいʑがଓきました。
ࣗはඞࢮに͑Αうとしましたが，どうすれば
いいのかわからなくなってしまいました。
　しかしホームεςイ։࢝から̐，はじΊて
ホετにࣗから༡ͼに༠ってΈました。ڪるڪ
るだったのですが，൴はやさしく対Ԡしてくれ，
うͪとけることができました。そこからઌはྲྀれ
るΑうに時間が過͗て，΄んとうにҰॠのΑうに
じられました。ࣗからൃすることがこんなにײ
Ήͣかしいことだとはࢥいませんでした。でもそ
こにඞཁなのは「༐ؾ」だけなのだとͮؾかされ
ました。ͮؾけたࣗを΄Ίたいですし，ͮؾか
せてくれたホετにँײしています。
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「ことばって， こう考えてみたら　　　
めっちゃおもしろいなあ，  

先生 」（日）

10
30

第２講
教師のための
ことばセミナー2022年

ことばセミナースケジュール

10/16（日）

ことばへの気づき

と小中高大校種別

対応可能性

大津由紀雄 　

　・関西大学

10/30（日）

ことばへの気づき

を利用した小学校

での授業実践

北野ゆき 　

　・守口市立
　　　 錦小学校

11/20（日）

ことばへの気づき

を利用した大学で

の授業実践

向後朋美 　

　・十文字学園
　　　 女子大学

12/4（日）

ことばへの気づき

を利用した国語科

と英語科の連携

柾木貴之 　

　・北海学園大学

12/18（日）

学校教育の視点か

ら見た，ことばへ

の気づき

亘理陽一 　

　・中京大学

今 回

大阪府守口市立錦小学校教
諭。現在 5 年生担任。ホテ
ル勤務，専業主婦を経て現職。
昨年度までは小中一貫の義務
教育学校勤務。
著書に『ワクワクする小学校
授業の作り方』（共著／大修
館書店）　『“先生”のための小
学校英語の知恵袋ー現場の
『？』に困らないためにー』（共
著／くろしお出版）がある。

　東京言語研究所では毎年，ことばの教育に関心がある人
にむけた，「ことばへの気づき」を利用した実践とその理論
背景を紹介するセミナーを実施しています。
　第２講は，小学校の現役の教員である北野ゆき氏をお迎
えし，小学校の外国語活動のなかでのことばへの気づきを
利用した授業実践についてをお話しいただきました。

　小学生はいろいろな教科を行った
り来たり，知っていることと新しく知
ることのあいだを行ったり来たり，自
分の考えと人の考えを行ったり来た
りしながら，最後は学んだことをも
う一度自分のことばにすることで「あ
たりまえ」とスルーしていたことが，
じつはあたりまえではなかったという
ことに気づいていきます。それが学
びを深めていきます。
　小学校の外国語学習でも同じで
す。外国語の授業で母語（日本語）
を外から見てみる体験をすることで，
母語（日本語）の理解をより深めるこ
とができるのです。そして「ことばっ

ておもしろいなあ」と感じ，ことばへ
の感度を高め，ことばをだいじにす
る態度が養われるのです。それが生
涯にわたって外国語学習を続ける力
になるのではないかと思います。
　子どもたちが「だから英語をカタ
カナにしてもじょうずに表せなかった
のか」「（ローマ字学習を通して）日
本語の発音を知った」「文字には歴
史がかくされている」「変わっている
文字を調べていったけれど，じつは
変わっている文字なんてない。日本
語だって外国から見たら変わってい
る文字って思われているのかもしれ
ないし」「ぼくはいままで外国語を学
んできて，英語はとてもおもしろい
と思いました。でも今日，日本語は
とてもおもしろいと思いました」と

いうふり返りを書い
たこと，アルファベッ
トとの出会い，ロー
マ字からの気づき，
多言語をつかっての
学び，文字プロジェ

クトなどを紹介しました。

多言語をつかっての学びのワーク
シート
　それぞれの国のことばを聴いてカ
タカナで書いてみると，人によって
違いが出ます。

言語 自分でやった書き写し 本物の文字

フランス語

朝鮮語

ドイツ語

ポルトガル語

中国語

ベトナム語

タイ語

英語

日本語

小学校での授業風景

本物の文字

Three apples, please.

กรณุาสามแอปเปิล

Trois pommes, s'il vous plait.

Três maçãs por favor.

Xin hãy bán cho tôi ba quả táo.

사과 3개주세요

りんご３個ください。

Drei Äpfel, bitte.

請給三個蘋果
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　私がラボ活動を始めたのは３歳の
頃でした。気づいてみれば，にぎや
かなパーティの仲間に囲まれて過ご
す時間が日常にありました。また，
両親は積極的に外国からのホームス
テイの受入れをしていたので，ベジ
タリアンのフランスの家族，インド
の女の子，アルゼンチンの船乗りさ
ん，日本文化に関心のあるオースト
ラリアの女の子……と，小学生の頃
からいろいろな国籍の人たちと生活
を共にすることが多くありました。
そして中学２年生の夏，いよいよ自
分がラボ国際交流のホームステイに
参加することになりました。
　始まってみると，なかなか英語で
のコミュニケーションがうまく取れ
ません。私のホストが家族や友人と
楽しそうに会話したり遊んだりして

人との出会いから学びつづける

いる場面ではさびしく感じるときも
ありました。
　そんな私に，ホストは “Megumi, 
Try!” とか “Smile!” と明るく声をか
けてくれました。引っこみ思案な部
分もあった私が「なにもしないまま
ではいけない。自分の気持ちを表情
や行動ですすんで表してみよう」と
思えた瞬間でした。
　それから時間がたって大学生にな
りました。今度はラボ国際交流に参
加する子たちのサポートをしたいな
と思い，ラボの大学生活動ではカ
レッジメイト活動を選択しました。
大学２回生で，立場は変わって引率
者として，２度目のホームステイを
したのです。
　ホームステイ期間中にある参加者
がステイしていたホストファミリー
から，「うちに来た子に元気がない。
なにも話してくれなくて心配だ。ど
うしたらいいだろうか」との相談が
ありました。さっそくその子の思い
を聞いてみると，ことばがわからな
いことへの不安や日本との生活の違
いによるつらさなどを話してくれま

した。私は自分の中学生の頃のこと
を思いだし，「まずは smile だよ！」
と伝えました。しばらくしてホーム
ステイ期間の途中の交流会で出会っ
たその子は，笑顔でホストと並んで
いました。なんだか人が成長した瞬
間に立ち会ったようで，うれしかっ
たです。
　ラボ・パーティでの縦割り（異年
齢）での活動の楽しさ，人が成長す
る場面に出会えた喜びを経験し，「教
育に携わる仕事がしたい」と強く思
うようになり，教師になる道を選び
ました。
　ラボの活動を続けていたからこそ
得られたたくさんの人たちとの出会
いが自分を導いてくれたのだと感じ
ています。これからも，人との出会
いをたいせつにしながら，人との出
会いから学びつづけられる人であり
たいと思います。

きむら めぐみ＝小学校教員（滋賀
県内公立小学校）
（滋賀県・川嶋淳子パーティOG）

木村恵美
খֶڭߍһ

176

ホストと浴衣でおそろい
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